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(57)【要約】
【課題】ＣｕＫα線によるＸ線回折においてブラッグ角
（２θ±０．２）２７．２°に最大回折ピークを有する
オキシチタニウムフタロシアニン顔料を使用して、ハー
フトーン画像の均一性や細線再現性に優れた電子写真感
光体及び画像形成方法の提供。
【解決手段】円筒状導電性基体上に、ＣｕＫα線による
Ｘ線回折においてブラッグ角（２θ±０．２）２７．２
°に最大回折ピークを有するオキシチタニウムフタロシ
アニン顔料を含有する感光体と前感光体の両端に嵌合し
たフランジとで構成される電子写真感光体において、前
記フランジの少なくとも一方が、少なくとも３辺から構
成された駆動穴を設けた駆動用軸を有し、前記駆動穴の
断面の面積Ａに対する前記電子写真感光体を回転させる
回転軸の係合部の断面の面積Ｂの比（Ｂ／Ａ）が０．８
９０から０．９９８であることを特徴とする電子写真感
光体。
【選択図】図３



(2) JP 2009-205148 A 2009.9.10

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円筒状導電性基体上に、ＣｕＫα線によるＸ線回折においてブラッグ角（２θ±０．２
）２７．２°に最大回折ピークを有するオキシチタニウムフタロシアニン顔料を含有する
感光層を有する胴体と、前記胴体の両端に嵌合したフランジとで構成される電子写真感光
体において、前記フランジの少なくとも一方が、少なくとも３辺から構成された駆動穴を
設けた駆動用軸を有し、前記駆動穴の断面の面積Ａに対する前記電子写真感光体を回転さ
せる回転軸の係合部の断面の面積Ｂの比（Ｂ／Ａ）が０．８９０から０．９９８であるこ
とを特徴とする電子写真感光体。
【請求項２】
　前記電子写真感光体の回転振れ精度Ｆが、画像書き込みドット径Ｐに対して下記式（１
）を満足することを特徴とする請求項１記載の電子写真感光体。
　　　　　　　　　Ｆ／Ｐ＜０．５０　　　式（１）
【請求項３】
　前記電子写真感光体の回転振れ精度Ｆが、画像書き込みドット径Ｐに対して下記式（２
）を満足することを特徴とする請求項１記載の電子写真感光体。
　　　　　　　　　０．０５＜Ｆ／Ｐ＜０．５０　　　式（２）
【請求項４】
　少なくとも、円筒状の電子写真感光体を帯電する帯電工程、帯電された電子写真感光体
上に静電潜像を形成する露光工程、前記電子写真感光体上に形成された静電潜像をトナー
像に顕像化する現像工程、前記トナー像を転写媒体に転写する転写工程、及び前記電子写
真感光体上に残存するトナーを前記電子写真感光体から除去するクリーニング工程を有す
る画像形成方法において、前記電子写真感光体が、請求項１～３の何れか１項に記載の電
子写真感光体であることを特徴とする画像形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣｕＫα線によるＸ線回折においてブラッグ角（２θ±０．２）２７．２°
に最大回折ピークを有するオキシチタニウムフタロシアニンを含有する感光層を有した電
子写真感光体及び画像形成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真感光体はＳｅ、ヒ素、ヒ素／Ｓｅ合金、ＣｄＳ、ＺｎＯ等の無機電子写真感光
体から、公害や製造の容易性等の利点に優れる有機電子写真感光体に主体が移り、様々な
材料を用いた有機電子写真感光体が開発されている。
【０００３】
　近年では電荷発生と電荷輸送の機能を異なる材料に担当させた機能分離型の電子写真感
光体が主流となっており、中でも電荷発生層、電荷輸送層を積層した積層型の有機電子写
真感光体が広く用いられている。
【０００４】
　又、電子写真プロセスに目を向けると潜像画像形成方式は、ハロゲンランプを光源とす
るアナログ画像形成とＬＥＤやレーザーを光源とするデジタル方式の画像形成に大別され
る。最近はパソコンのハードコピー用のプリンターとして、又通常の複写機においても画
像処理の容易さや複合機への展開の容易さからデジタル方式の潜像画像形成方式が急激に
主流となりつつある。
【０００５】
　デジタル方式の画像形成では、デジタル電気信号に変換された画像情報を電子写真感光
体上に静電潜像として書き込む際の光源としてレーザー、特に半導体レーザーやＬＥＤが
用いられている。
【０００６】
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　これらのレーザー光やＬＥＤ光の発振波長は、７８０ｎｍや６６０ｎｍの近赤外光やそ
れに近い長波長光を用いること多い。このため、デジタル的に画像形成を行う際に使用さ
れる有機電子写真感光体にとって、まず第一に要求される特性としてはこれらの長波長光
に対して高感度であることであり、これまで多種多様な材料についてその様な特性を有す
るか否かの検討がなされてきている。その中でもフタロシアニン顔料は、合成が比較的簡
単である上、長波長光に対して高感度を示すものが多い点で、フタロシアニン顔料である
オキシチタニウムフタロシアニン顔料を用いた有機電子写真感光体が、幅広く検討され、
実用化されている。オキシチタニウムフタロシアニン顔料の中でも特に、ＣｕＫα線によ
るＸ線回折においてブラッグ角（２θ±０．２）２７．２°に最大回折ピークを有するオ
キシチタニウムフタロシアニン顔料（以下、単にオキシチタニウムフタロシアニン顔料と
も云う）が高感度を有するものとして実用化されている。
【０００７】
　電子写真感光体上に静電潜像として書き込む際、通常光源を固定し、電子写真感光体を
回転させることで電子写真感光体の周面上に静電潜像の書き込みを行っているため、電子
写真感光体の回転振れ精度が悪い場合は電子写真感光体面上で書き込みの露光位置にズレ
が生じるため画像再現性が低下し品質低下に繋がる。このため、細線画像の乱れが生じる
。特に、４本の電子写真感光体を並べて使用するタンデム方式のフルカラー画像形成装置
の場合には、４本の電子写真感光体の回転に回転振れがある場合、色ズレが生じカラー画
像の均一性が損なわれて画質の低下が発生する。又、１本の電子写真感光体を使用するモ
ノクロ画像形成装置の場合も、ハーフトーン画像を出力した場合に濃淡ムラが発生し画質
の低下が発生する。このため電子写真感光体の安定した回転が要求され、これまでに検討
がなされてきた。例えば、回転用のギヤを取り付けた駆動軸の凸部と、フランジに設けた
溝部とを係合することで電子写真感光体を安定に回転する方法が知られている（例えば、
特許文献１参照。）。
【０００８】
　駆動軸の先端に取り付けたカップリング部材と、電子写真感光体駆動軸に取り付けたカ
ップリング部材とを圧縮バネにより嵌合させる方法で電子写真感光体を回転する方法が知
られている（例えば、特許文献２参照。）。
【０００９】
　しかしながら、特許文献１及び特許文献２に記載の方法は駆動軸の駆動が駆動軸とフラ
ンジとの係合面で伝わり電子写真感光体が回転するため駆動軸に負荷が掛かり、電子写真
感光体の回転数に制限が出来てしまうこと及び、電子写真感光体の回転に回転振れが発生
することが判った。このため高速画像形成が可能なＣｕＫα線によるＸ線回折においてブ
ラッグ角（２θ±０．２）２７．２°に最大回折ピークを有する高感度のオキシチタニウ
ムフタロシアニン顔料の特性を使い切ることが出来なくなっている。
【００１０】
　この様な状況から、像形成時の回転振れをなくし画像再現性に優れたＣｕＫα線による
Ｘ線回折においてブラッグ角（２θ±０．２）２７．２°に最大回折ピークを有するオキ
シチタニウムフタロシアニン顔料を使用して、ハーフトーン画像の均一性や細線再現性に
優れた電子写真感光体及び画像形成方法の開発が望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００７－２３２７９４号公報
【特許文献２】特開２００７－２１８４０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は上記状況を鑑みなされたものであり、その目的はＣｕＫα線によるＸ線回折に
おいてブラッグ角（２θ±０．２）２７．２°に最大回折ピークを有するオキシチタニウ
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ムフタロシアニン顔料を使用して、ハーフトーン画像の均一性や細線再現性に優れた電子
写真感光体及び画像形成方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の上記目的は、下記の構成により達成された。
【００１４】
　１．円筒状導電性基体上に、ＣｕＫα線によるＸ線回折においてブラッグ角（２θ±０
．２）２７．２°に最大回折ピークを有するオキシチタニウムフタロシアニン顔料を含有
する感光層を有する胴体と、前記胴体の両端に嵌合したフランジとで構成される電子写真
感光体において、前記フランジの少なくとも一方が、少なくとも３辺から構成された駆動
穴を設けた駆動用軸を有し、前記駆動穴の断面の面積Ａに対する前記電子写真感光体を回
転させる回転軸の係合部の断面の面積Ｂの比（Ｂ／Ａ）が０．８９０から０．９９８であ
ることを特徴とする電子写真感光体。
【００１５】
　２．前記電子写真感光体の回転振れ精度Ｆが、画像書き込みドット径Ｐに対して下記式
（１）を満足することを特徴とする前記１記載の電子写真感光体。
【００１６】
　　　　　　　　　Ｆ／Ｐ＜０．５０　　　式（１）
　３．前記電子写真感光体の回転振れ精度Ｆが、画像書き込みドット径Ｐに対して下記式
（２）を満足することを特徴とする前記１記載の電子写真感光体。
【００１７】
　　　　　　　　　０．０５＜Ｆ／Ｐ＜０．５０　　　式（２）
　４．少なくとも、円筒状の電子写真感光体を帯電する帯電工程、帯電された電子写真感
光体上に静電潜像を形成する露光工程、前記電子写真感光体上に形成された静電潜像をト
ナー像に顕像化する現像工程、前記トナー像を転写媒体に転写する転写工程、及び前記電
子写真感光体上に残存するトナーを前記電子写真感光体から除去するクリーニング工程を
有する画像形成方法において、前記電子写真感光体が、前記１～３の何れか１項に記載の
電子写真感光体であることを特徴とする画像形成方法。
【発明の効果】
【００１８】
　ＣｕＫα線によるＸ線回折においてブラッグ角（２θ±０．２）２７．２°に最大回折
ピークを有するオキシチタニウムフタロシアニン顔料を使用して、ハーフトーン画像の均
一性や細線再現性に優れた電子写真感光体及び画像形成方法を提供することが出来た。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】フルカラー画像形成装置の一例を示す概略断面構成図である。
【図２】感光層を有する胴体の層構成の一例を示す概略断面図である。
【図３】本願発明の電子写真感光体の概略図である。
【図４】図３に示される電子写真感光体の駆動用軸に設けられた駆動穴が画像形成装置の
回転軸と係合した状態を示す部分概略図である。
【図５】図３に示される駆動穴の形状を示す概略正面図である。
【図６】図５の（ａ）に示される駆動穴の形状の特徴を示す概略拡大正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の実施の形態を図１～図６を参照しながら説明するが、本発明はこれに限定され
るものではない。
【００２１】
　図１は、フルカラー画像形成装置の一例を示す概略断面構成図である。
【００２２】
　図中、１はフルカラー画像形成装置を示し、タンデム型フルカラー画像形成装置と称せ
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られるものである。フルカラー画像形成装置１は、複数組の画像形成ユニット１０Ｙ、１
０Ｍ、１０Ｃ、１０Ｋと、転写部としての無端ベルト状中間転写体形成ユニット７と、記
録媒体Ｐを搬送する無端ベルト状の給紙搬送手段２１及び定着手段としての定着装置２４
とを有する。フルカラー画像形成装置１の本体Ａの上部には、原稿画像読み取り装置ＳＣ
が配置されている。
【００２３】
　各電子写真感光体１Ｙ、１Ｍ、１Ｃ、１Ｋに形成される異なる色のトナー像の１つとし
て、イエロー色の画像を形成する画像形成ユニット１０Ｙは、第１の像担持体として感光
層を有する胴体にフランジを嵌合した電子写真感光体１Ｙ、電子写真感光体１Ｙの周囲に
配置された帯電手段２Ｙ、露光手段３Ｙ、現像手段４Ｙ、一次転写手段としての一次転写
ローラ５Ｙ、クリーニング手段６Ｙを有する。
【００２４】
　又、別の異なる色のトナー像の１つとして、マゼンタ色の画像を形成する画像形成ユニ
ット１０Ｍは、第１の像担持体として感光層を有する胴体にフランジを嵌合した電子写真
感光体１Ｍの周囲に配置された帯電手段２Ｍ、露光手段３Ｍ、現像手段４Ｍ、一次転写手
段としての一次転写ローラ５Ｍ、クリーニング手段６Ｍを有する。
【００２５】
　又、更に別の異なる色のトナー像の１つとして、シアン色の画像を形成する画像形成ユ
ニット１０Ｃは、第１の像担持体として感光層を有する胴体にフランジを嵌合した電子写
真感光体１Ｃの周囲に配置された帯電手段２Ｃ、露光手段３Ｃ、現像手段４Ｃ、一次転写
手段としての一次転写ローラ５Ｃ、クリーニング手段６Ｃを有する。
【００２６】
　又、更に他の異なる色のトナー像の１つとして、黒色画像を形成する画像形成ユニット
１０Ｋは、第１の像担持体として感光層を有する胴体にフランジを嵌合した電子写真感光
体１Ｋの周囲に配置された帯電手段２Ｋ、露光手段３Ｋ、現像手段４Ｋ、一次転写手段と
しての一次転写ローラ５Ｋ、クリーニング手段６Ｋを有する。
【００２７】
　無端ベルト状中間転写体ユニット７は、複数のローラにより巻回され、回動可能に支持
された半導電性エンドレスベルト状の第２の像担持体としての無端ベルト状中間転写体７
０を有する。
【００２８】
　画像形成ユニット１０Ｙ、１０Ｍ、１０Ｃ、１０Ｋより形成された各色の画像は、一次
転写ローラ５Ｙ、５Ｍ、５Ｃ、５Ｋにより、回動する無端ベルト状中間転写体７０上に逐
次転写されて、合成されたカラー画像が形成される。給紙カセット２０内に収容された記
録媒体として用紙等の記録媒体Ｐは、給紙搬送手段２１により給紙され、複数の中間ロー
ラ２２Ａ、２２Ｂ、２２Ｃ、２２Ｄ、レジストローラ２３を経て、二次転写手段としての
二次転写ローラ５Ａに搬送され、記録媒体Ｐ上にカラー画像が一括転写される。
【００２９】
　カラー画像が転写された記録媒体Ｐは、熱ローラ定着器２７０が装着された定着装置２
４により定着処理され、排紙ローラ２５に挟持されて機外の排紙トレイ２６上に載置され
る。
【００３０】
　一方、二次転写ローラ５Ａにより記録媒体Ｐにカラー画像を転写した後、記録媒体Ｐを
曲率分離した無端ベルト状中間転写体７０は、クリーニング手段６Ａにより残留トナーが
除去される。
【００３１】
　画像形成処理中、一次転写ローラ５Ｋは常時、電子写真感光体１Ｋに圧接している。他
の一次転写ローラ５Ｙ、５Ｍ、５Ｃはカラー画像形成時にのみ、それぞれ対応する電子写
真感光体１Ｙ、１Ｍ、１Ｃに圧接する。
【００３２】
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　二次転写ローラ５Ａは、ここを記録媒体Ｐが通過して二次転写が行われる時にのみ、無
端ベルト状中間転写体７０に圧接する。
【００３３】
　又、装置本体Ａから筐体８を支持レール８２Ｌ、８２Ｒを介して引き出し可能にしてあ
る。筐体８は、画像形成ユニット１０Ｙ、１０Ｍ、１０Ｃ、１０Ｋと、無端ベルト状中間
転写体ユニット７とを有する。
【００３４】
　画像形成ユニット１０Ｙ、１０Ｍ、１０Ｃ、１０Ｋは、垂直方向に縦列配置されている
。電子写真感光体１Ｙ、１Ｍ、１Ｃ、１Ｋの図示左側方には無端ベルト状中間転写体ユニ
ット７が配置されている。無端ベルト状中間転写体ユニット７は、ローラ７１、７２、７
３、７４、７６を巻回して回動可能な無端ベルト状の中間転写体７０、一次転写ローラ５
Ｙ、５Ｍ、５Ｃ、５Ｋ及びクリーニング手段６Ａとからなる。
【００３５】
　筐体８の引き出し操作により、画像形成ユニット１０Ｙ、１０Ｍ、１０Ｃ、１０Ｋと、
無端ベルト状中間転写体ユニット７とは、一体となって、本体Ａから引き出される。
【００３６】
　この様に電子写真感光体１Ｙ、１Ｍ、１Ｃ、１Ｋの外周面上を帯電、露光し外周面上に
潜像を形成した後、現像によりトナー像（顕像）を形成し、無端ベルト状の中間転写体７
０上で各色のトナー像を重ね合わせ、一括して記録媒体Ｐに転写し、定着装置２４で加圧
及び加熱により固定して定着する。尚、本発明で像形成時とは潜像形成、トナー像（顕像
）を記録媒体Ｐに転写し最終画像を形成することを含む。
【００３７】
　トナー像を記録媒体Ｐに転移させた後の電子写真感光体１Ｙ、１Ｍ、１Ｃ、１Ｋは、ク
リーニング手段６Ａで転写時に電子写真感光体に残されたトナーを清掃した後、上記の帯
電、露光、現像のサイクルに入り、次の像形成が行われる。
【００３８】
　上記カラー画像形成装置では、中間転写体をクリーニングするクリーニング手段６Ａの
クリーニング部材として、弾性ブレードを用いる。又、各電子写真感光体に脂肪酸金属塩
を塗布する手段（１１Ｙ、１１Ｍ、１１Ｃ、１１Ｋ）を設けている。尚、脂肪酸金属塩と
しては、トナーで用いたと同じものを用いることが出来る。
【００３９】
　電子写真感光体１Ｙ、１Ｍ、１Ｃ、１Ｋの外周面上を帯電、露光し外周面上に潜像を形
成する時及び記録媒体Ｐにトナー像（顕像）を転写する時に、電子写真感光体１Ｙ、１Ｍ
、１Ｃ、１Ｋの回転に回転振れが発生した場合、潜像の画像再現性が悪くなり、最終的に
得られる画像の画像再現性が劣化する。特に、電子写真感光体１Ｙ、１Ｍ、１Ｃ、１Ｋが
全て異なった回転振れを有する場合は、色合わせが出来ず色ズレの発生、細線再現性の低
下が生じてしまう。これは、単色画像形成装置（不図示）にも当てはまり回転振れをなく
すことは重要なことである。特に、ＣｕＫα線によるＸ線回折においてブラッグ角（２θ
±０．２）２７．２°に最大回折ピークを有するオキシチタニウムフタロシアニンを用い
た電子写真感光体では極めて高い感度を有するため更に重要なことである。本発明は、像
形成時の回転振れを小さくしたＣｕＫα線によるＸ線回折においてブラッグ角（２θ±０
．２）２７．２°に最大回折ピークを有するオキシチタニウムフタロシアニンを用いた電
子写真感光体に関するものである。
【００４０】
　図２は、感光層を有する胴体（以下単に感光体とも云う）の層構成の一例を示す概略断
面図である。
【００４１】
　本発明に使用する感光体は、それらの何れの形態をもとりうるが、積層型もしくは分散
型の機能分離型感光体とするのが望ましい。この場合、通常は（ａ）～（ｆ）の様な構成
となる。



(7) JP 2009-205148 A 2009.9.10

10

20

30

40

50

【００４２】
　図２（ａ）に付き説明する。図中、２ａは感光体を示す。感光体２ａは、導電性支持体
２０１の外周に電荷発生層２０２を形成し、これに電荷輸送層２０３を積層して感光層２
０４を形成したものである。
【００４３】
　図２（ｂ）に付き説明する。図中、２ｂは感光体を示す。感光体２ｂは、図２（ａ）に
示す電荷発生層２０２と電荷輸送層２０３を逆にした感光層２０４′を形成したものであ
る。
【００４４】
　図２（ｃ）に付き説明する。図中、２ｃは感光体を示す。感光体２ｃは、導電性支持体
２０１の外周に中間層２０５を設け、その上に電荷発生層２０２を形成し、これに電荷輸
送層２０３を積層して感光層２０４を形成したものである。
【００４５】
　図２（ｄ）に付き説明する。図中、２ｄは感光体を示す。感光体２ｄは、導電性支持体
２０１の外周に中間層２０５を設け、その上に電荷輸送層２０３を形成し、これに電荷発
生層２０２を積層して感光層２０４′を形成したものである。
【００４６】
　図２（ｅ）に付き説明する。図中、２ｅは感光体を示す。感光体２ｅは、導電性支持体
２０１の外周に電荷発生物質２０６と電荷輸送物質２０７を含有する感光層２０４″を形
成したものである。
【００４７】
　図２（ｆ）に付き説明する。図中、２ｆは感光体を示す。感光体２ｆは、導電性支持体
２０１の外周に中間層２０５を設け、その上に電荷発生物質２０６と電荷輸送物質２０７
を含有する感光層２０４″を形成したものである。
【００４８】
　本発明に用いられる感光体の構成は、図２（ａ）～（ｆ）で示される何れの構成でも良
いが、最表層には更に保護層を設けることが出来る。これらの感光体は図１に示されるフ
ルカラー画像形成装置及び単色画像形成装置に使用することが可能である。
【００４９】
　本図に示される感光層の電荷発生層２０２には電荷発生物質（ＣＧＭ）としてオキシチ
タニウムフタロシアニン顔料が使用されている。使用するオキシチタニウムフタロシアニ
ン顔料としてはＣｕＫαを線源とするＸ線回折スペクトルにおいて、ブラッグ角（２θ±
０．２）２７．２°に最大ピークを有するオキシチタニウムフタロシアニン顔料である。
【００５０】
　図３は本願発明の電子写真感光体の概略図である。図３（ａ）は電子写真感光体の概略
斜視図である。図３（ｂ）は図３（ａ）のＡ－Ａ′に沿った概略断面図である。
【００５１】
　図中、３は電子写真感光体を示す。電子写真感光体３は、感光体３０１と、感光体３０
１の一方の端部にフランジ３０２と、他方の端部にフランジ３０３とを有しており、感光
体３０１の両端に嵌合されている。フランジ３０２は画像形成装置１（図１参照）にセッ
トする時、電子写真感光体３の回転を保持するための摺動軸（不図示）を有している。
【００５２】
　フランジ３０３は、導電性支持体３０３ｃと画像形成装置１（図１参照）にセットする
時、画像形成装置１（図１参照）側の回転軸と係合し、電子写真感光体３を回転させるた
めの、少なくとも３辺から構成される駆動穴３０３ａを有する駆動用軸３０３ｂとを有し
ている。本図では駆動穴３０３ａは３辺から構成された場合を示しているが、上限は８辺
である。
【００５３】
　３０３ｂ１は駆動穴３０３ａを配設する面を示す。本図では、駆動用軸３０３ｂは片方
にのみ設けられた場合を示しているが、両方の端部に設けることも可能である。駆動穴３
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０３ａの形状は少なくとも３辺から構成されている。３０３ａ１から３０３ａ３は駆動穴
３０３ａの内面を示し、３０３ａ４は駆動穴３０３ａの底面を示す。
【００５４】
　Ｏは駆動用軸３０３ｂの長さを示す。長さＯは、駆動穴の深さ、電子写真感光体の回転
安定性、電子写真感光体全体の長さ、画像形成装置のコンパクト化等を考慮し、２ｍｍか
ら４０ｍｍが好ましい。
【００５５】
　Ｐは駆動穴３０３ａの深さを示す。深さＰは、電子写真感光体の回転安定性、フランジ
強度耐性等を考慮し、４ｍｍから６０ｍｍが好ましい。
【００５６】
　Ｑはフランジ３０３の直径を示す。直径Ｑは必要とする電子写真感光体の大きさにより
適宜変わるため一義的に規定することは出来ない。
【００５７】
　Ｒは駆動用軸３０３ｂの直径を示す。直径Ｒは、駆動用軸の強度、電子写真感光体の回
転安定性、画像形成装置のコンパクト化等を考慮し、フランジ３０３の直径Ｑに対して１
５％から１００％が好ましい。
【００５８】
　駆動穴３０３ａの開口部の面積は、駆動用軸の強度、電子写真感光体の回転安定性、画
像形成装置の係合部への負荷等を考慮し、駆動用軸３０３ｂの駆動穴３０３ａを配設した
面の表面積に対して、２０％から９０％であることが好ましい。
【００５９】
　図４は図３に示される電子写真感光体の駆動用軸に設けられた駆動穴が画像形成装置の
回転軸と係合した状態を示す部分概略図である。図４（ａ）は図３に示される電子写真感
光体の駆動用軸に設けられた駆動穴が画像形成装置の回転軸と係合した状態を示す部分概
略斜視図である。
【００６０】
　図４（ｂ）は図４（ａ）のＢ－Ｂ′に沿った部分概略拡大断面図である。図４（ｃ）は
図４（ａ）のＣ－Ｃ′に沿った概略拡大断面図である。尚、図４（ｃ）は電子写真感光体
の軸心に対して直角方向の断面図である。
【００６１】
　図中、４は画像形成装置１（図１参照）の回転軸を示し、４０１は係合部を示す。係合
部４０１は、面４０１ａ、面４０１ｂ、面４０１ｃを有する三角柱となっており、駆動穴
３０３ａの形状と一致している。
【００６２】
　４０１ｄは係合部４０１の底面を示す。係合部４０１を駆動穴３０３ａに係合する時は
、駆動穴３０３ａの底面３０３ａ４と係合部４０１の底面４０１ｄとは電子写真感光体３
の回転振れ、回転軸４の負荷を考慮し接触する状態とすることが好ましい。
【００６３】
　Ｓ１は駆動穴３０３ａの内面３０３ａ３と、係合部４０１の面４０１ｃとの間の間隙を
示す。Ｓ２は駆動穴３０３ａの内面３０３ａ２と、係合部４０１の面４０１ａとの間の間
隙を示す。Ｓ３は駆動穴３０３ａの内面３０３ａ１と、係合部４０１の面４０１ｂとの間
の間隙を示す。尚、本図は駆動穴３０３ａの内面３０３ａ１から３０３ａ３と係合部４０
１の面４０１ａから４０１ｃとの間に間隙のある場合を示したが、係合の状態によっては
間隙Ｓ１のみ、間隙Ｓ２のみ及び間隙Ｓ３のみの場合がある。
【００６４】
　図４（ｃ）で係合部４０１と駆動穴３０３ａと係合時の関係を説明する。本願発明にお
いて、駆動穴３０３ａの断面の面積Ａに対するフルカラー画像形成装置１（図１参照）の
回転軸４の係合部４０１の断面の面積Ｂの比（Ｂ／Ａ）は０．８９０から０．９９８であ
る。Ｂ／Ａが０．８９０未満の場合は、駆動穴と回転軸の間の隙間が大きくなって電子写
真感光体の回転振れ精度が悪化することにより、画質が低下するため好ましくない。Ｂ／
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Ａが０．９９８を超える場合は、駆動穴に回転軸が挿入し難くなる。又、回転軸の振れ精
度がゼロではなく僅かに存在することや回転軸の僅かな回転ムラの存在によって、回転軸
の回転が軸の位置と回転速度の両方の観点で理想から外れることの影響がフランジの駆動
穴３０３ａを介して直接的に電子写真感光体に伝わるため、返って電子写真感光体の回転
振れ精度が悪化する。これらの理由のため、Ｂ／Ａが０．９９８を超える場合は好ましく
ない。
【００６５】
　本図に示す係合部４０１の断面積と駆動穴３０３ａの断面積との関係は、図５に示す全
ての駆動穴に対しても同じである。
【００６６】
　近年、画像形成装置は高速化と画像の鮮鋭細緻化が求められている。画像の鮮鋭細緻化
は電子写真感光体に画像を書き込む際のドット径を小さくする必要があり、ドット径が小
さくなることで電子写真感光体の回転振れの影響を受けやすくなる。又、高速化にはＣｕ
Ｋα線によるＸ線回折においてブラッグ角（２θ±０．２）２７．２°に最大回折ピーク
を有するオキシチタニウムフタロシアニン顔料を含有する感光層を有した電子写真感光体
を使用する他に、回転速度を上げることが１つの対策として挙げられる。電子写真感光体
の回転速度を上げることで生じる問題点として電子写真感光体の回転振れが大きくなり、
画像の鮮鋭細緻化のためにドット径を小さくした効果が得られなくなってしまう。これら
の対策として、本発明の電子写真感光体を使用することが有効な手段であることが挙げら
れる。
【００６７】
　即ち、上記に示した回転軸の係合部の断面の面積と、駆動穴の断面の面積との比を有し
た本発明の少なくとも３辺から構成された駆動穴を設けたフランジを有する電子写真感光
体を、電子写真感光体の回転数が７０ｒｐｍから１５０ｒｐｍの、いわゆる高速画像形成
装置に使用し、鮮鋭細緻化の画像を得るためには、画像形成装置の画像書き込みドット径
Ｐと、電子写真感光体の回転振れ精度Ｆとの間に色ズレ、画像再現性、細線再現性等を考
慮し、以下の式１で示される関係が成立することが好ましい。
【００６８】
　　　　　式１　　　　　　　　Ｆ／Ｐ＜０．５０
　Ｆ／Ｐの下限は０．０５が好ましい。Ｆ／Ｐの値を０．０５より小さくしてもこれ以上
の画像の改良は少なく、高精度の材料、加工が必要となって製造の難易度が高くなる。電
子写真感光体の回転振れ精度Ｆは次の方法により求めた。
【００６９】
　デジタル型寸法測定機（株式会社キーエンス製、センサヘッド：ＥＸ－３０５Ｖ型、ア
ンプユニット：ＥＸ－Ｖ０１型）を用い、センサを画像形成装置内で電子写真感光体に対
向して０．５ｍｍ離してセットし、電子写真感光体を１０周回転させて変位の最大値を記
録し、得られた値を振れの値とした。
【００７０】
　図５は図３に示される駆動穴の形状を示す概略正面図である。
【００７１】
　（ａ）は３辺で構成された正三角形の形状をしている。（ｂ）は６辺で構成された形状
をしており、（ａ）で示される正三角形の形状の頂点を切除した形状となっている。（ｃ
）は４辺で構成された正四角形の形状をしている。（ｄ）は５辺で構成された正五角形の
形状をしている。（ｅ）は六辺で構成された正六角形の形状をしている。（ｆ）は八辺で
構成された正八角形の形状をしている。本図の（ａ）～（ｆ）で示される駆動穴３０３ａ
の形状の特徴を図５で説明する。
【００７２】
　本図に示す様に駆動穴を３面～８面で構成することで、画像形成装置より回転軸の回転
駆動力を分散して各面で受けるため均一に駆動穴に伝わることで回転が安定し振れがなく
なる。又、回転駆動力の集中がないため、長時間の使用にも耐え、長時間の稼動にも安定
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した回転を行うことが出来る。
【００７３】
　図６は図５の（ａ）に示される駆動穴の形状の特徴を示す概略拡大正面図である。
【００７４】
　駆動穴の形状は次の特徴を有している。
【００７５】
　１）図中、Ｅ、Ｆ、Ｇは駆動穴３０３ａを構成している各辺を示す。Ｈは駆動穴３０３
ａの中心点を示す。本発明で中心点とは、駆動穴３０３ａを配設した面に形成される図形
（図５（ａ）の場合には正三角形）の重心である。Ｅ′は辺Ｅの中点を示す。Ｆ′は辺Ｆ
の中点を示す。Ｇ′は辺Ｇの中点を示す。図６に示す様にθ１は中点Ｅ′と中心点Ｈを結
ぶ線と辺Ｅとの角度を示す。θ２は中点Ｆ′と中心点Ｈを結ぶ線と辺Ｅとの角度を示す。
θ３は中点Ｇ′と中心点Ｈを結ぶ線と辺Ｇとの角度を示す。θ１、θ２、θ３は何れも９
０°となっている。
【００７６】
　２）図中、Ｉ、Ｊ、Ｋは駆動穴３０３ａの各頂点を示す。頂点Ｉと中心点Ｈを結ぶ線と
、頂点Ｊと中心点Ｈを結ぶ線と、辺Ｇで囲まれた領域の形状は２等辺三角形となっている
。頂点Ｉと中心点Ｈを結ぶ線と、頂点Ｋと中心点Ｈを結ぶ線と、辺Ｅで囲まれた領域の形
状は２等辺三角形となっている。頂点Ｉと中心点Ｈを結ぶ線と、頂点Ｊと中心点Ｈを結ぶ
線と、辺Ｇで囲まれた領域の形状は２等辺三角形となっている。
【００７７】
　３）駆動穴３０３ａの中心点Ｈと、フランジ３０３の中心点とは一致している。ここに
フランジ３０３の中心点とは、フランジの感光体に係合している部分の感光体の軸に垂直
方向の断面で切った場合に形成される円の中心である。
【００７８】
　図５に示される他の（ｂ）から（ｆ）で示される駆動穴３０３ａも、上記、１）、２）
で示される特徴を有している。
【００７９】
　図３～図６に示すフランジ３０３に使用する材料としては特に限定はなく、例えばアル
ミニウム等の金属や、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリアセタール（ポリオキシメチレン
ＰＯＭ）、ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥ
Ｔ）、ポリスルホン（ＰＳＵ）、ポリスチレン（ＰＳ）、ポリプロピレン（ＰＰ）等の熱
可塑性樹脂等が挙げられる。樹脂をフランジ材料として用いる場合には必要に応じて各種
のフィラーを添加することも可能である。又、製造方法はアルミニウムの場合は鋳造して
成型し、寸法精度を確保するために必要に応じて切削加工を行うこと等により可能である
。熱可塑性樹脂の場合は、通常の射出成形で製造することが可能である。
【００８０】
　図２から図６に示す、本願発明の電子写真感光体により次の効果が得られる。
１）画像形成装置より回転軸の回転駆動力を分散して各面で受けるため、均一に駆動穴に
回転駆動力が伝わることで回転が安定し振れが小さくなり、画像の均一性、細線再現性が
向上した。
２）電子写真感光体の回転が安定し振れが小さくなったことで、ＣｕＫα線によるＸ線回
折においてブラッグ角（２θ±０．２）２７．２°に最大回折ピークを有するオキシチタ
ニウムフタロシアニン顔料を使用しても電子写真感光体の回転数を下げることなく画像再
現性、細線再現性が向上し、高速化が可能となった。
３）画像形成装置より回転軸の回転駆動力を分散して各面で受けるため回転軸と駆動穴の
回転駆動力を伝える部分の負荷を軽減して、長時間電子写真感光体を使用した場合のフラ
ンジの駆動穴や、回転軸の欠け、変形等の機械的劣化を抑制出来、長期間に渡って画像の
均一性、細線再現性の良好な画像を得ることが可能となった。
【００８１】
　次に、本発明に係る電子写真感光体の一例として、導電性支持体の外周に中間層を設け
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、その上に電荷発生層、電荷輸送層、フィラーを含有する保護層を設けた層構成の電子写
真感光体について説明する。
【００８２】
　（導電性支持体）
　導電性支持体としては、円筒状で、比抵抗が１０３Ωｃｍ以下のものが好ましい。具体
例として、切削加工後表面洗浄した円筒状アルミニウムを挙げることが出来る。
【００８３】
　（中間層）
　中間層は、バインダー、分散溶媒等から構成される中間層形成用塗布液を導電性支持体
上に塗布、乾燥して形成される。中間層のバインダーとしては、ポリアミド樹脂、塩化ビ
ニル樹脂、酢酸ビニル樹脂並びに、これらの樹脂の繰り返し単位の内の２つ以上を含む共
重合体樹脂が挙げられる。これら樹脂の中ではポリアミド樹脂が、繰り返し使用に伴う残
留電位増加を小さく出来好ましい。又、電位特性向上や黒ポチ欠陥の低減、モアレの低減
等の目的で、必要に応じて、中間層に酸化チタンや酸化亜鉛等のフィラーや酸化防止剤等
の添加剤を添加することも出来る。
【００８４】
　中間層形成用塗布液を作製する溶媒としては、必要に応じ添加する無機粒子を良好に分
散し、ポリアミド樹脂を溶解するものが好ましい。具体的には、メタノール、エタノール
、ｎ－プロピルアルコール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブタノール、ｔ－ブタノール
、ｓｅｃ－ブタノール等の炭素数２～４のアルコール類が、ポリアミド樹脂の溶解性と塗
布性能に優れ好ましい。これらの溶媒は全溶媒中に３０質量％から１００質量％、好まし
くは４０質量％から１００質量％、更には５０質量％から１００質量％が好ましい。前記
溶媒と併用し、好ましい効果を得られる助溶媒としては、ベンジルアルコール、トルエン
、メチレンクロライド、シクロヘキサノン、テトラヒドロフラン等が挙げられる。中間層
の膜厚は、０．２μｍから４０μｍが好ましく、０．３μｍから２０μｍがより好ましい
。
【００８５】
　（感光層）
　感光層は、電荷発生機能と電荷輸送機能を１つの層に持たせた単層構造でも良いが、よ
り好ましくは感光層の機能を電荷発生層（ＣＧＬ）と電荷輸送層（ＣＴＬ）に分離した層
構成をとるのがより好ましい。機能を分離した構成をとることにより繰り返し使用に伴う
残留電位増加を小さく制御出来、その他の電子写真特性を目的に合わせて制御しやすい。
【００８６】
　負帯電用の電子写真感光体では中間層の上に電荷発生層（ＣＧＬ）、その上に電荷輸送
層（ＣＴＬ）の構成をとる。正帯電用の電子写真感光体では前記層構成の順が負帯電用電
子写真感光体の場合の逆の構成をとる。好ましい感光層の層構成は前記機能分離構造を有
する負帯電感光体である。
【００８７】
　以下に機能分離負帯電電子写真感光体の感光層の各層について説明する。
【００８８】
　〈電荷発生層（ＣＧＬ）〉
　ＣＧＬには電荷発生物質（ＣＧＭ）を含有する。その他の物質としては必要によりバイ
ンダー樹脂、その他添加剤を含有しても良い。ＣＧＭとしては公知のＣＧＭであるＣｕＫ
α線によるＸ線回折においてブラッグ角（２θ±０．２）２７．２°に最大回折ピークを
有するオキシチタニウムフタロシアニン顔料が用いられる。
【００８９】
　ＣＧＬにＣＧＭの分散媒としてバインダーを用いる場合、バインダーとしては公知の樹
脂を用いることが出来るが、最も好ましい樹脂としてはホルマール樹脂、ブチラール樹脂
、シリコーン樹脂、シリコーン変性ブチラール樹脂、フェノキシ樹脂等が挙げられる。バ
インダー樹脂とＣＧＭとの割合は、バインダー樹脂１００質量部に対し、ＣＧＭが２０質



(12) JP 2009-205148 A 2009.9.10

10

20

30

40

50

量部から６００質量部が好ましい。これらの樹脂を用いることにより、繰り返し使用に伴
う残留電位増加を最も小さく出来る。ＣＧＬの膜厚は０．０１μｍから２．００μｍが好
ましい。
【００９０】
　〈電荷輸送層（ＣＴＬ）〉
　ＣＴＬは、ＣＴＬが表面層となる場合はフィラー、ＣＴＭ及びバインダー樹脂から形成
される。その他の物質としては必要により酸化防止剤等の添加剤を添加して形成しても良
い。ＣＴＬの膜厚は、５μｍから４０μｍが好ましく、１０μｍから３０μｍがより好ま
しい。ＣＴＬが表面層を形成する時、ＣＴＬ中に占めるフィラーの量は、５質量％から５
０質量％が好ましい。ＣＴＭとしては公知のＣＴＭを用いることが出来る。例えばトリフ
ェニルアミン誘導体、ヒドラゾン化合物、スチリル化合物、ベンジジン化合物、ブタジエ
ン化合物等を用いることが出来る。
【００９１】
　ＣＴＬに用いられる樹脂としては、例えばポリスチレン、アクリル樹脂、メタクリル樹
脂、塩化ビニル樹脂、酢酸ビニル樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、エポキシ樹脂、ポリ
ウレタン樹脂、フェノール樹脂、ポリエステル樹脂、アルキッド樹脂、ポリカーボネート
樹脂、シリコーン樹脂、メラミン樹脂並びに、これらの樹脂の繰り返し単位の内の２つ以
上を含む共重合体樹脂。又これらの絶縁性樹脂の他、ポリ－Ｎ－ビニルカルバゾール等の
高分子有機半導体が挙げられる。
【００９２】
　これらＣＴＬのバインダーとして最も好ましいものはポリカーボネート樹脂である。ポ
リカーボネート樹脂はＣＴＭの分散性、電子写真特性を良好にすることにおいて、最も好
ましい。バインダー樹脂と電荷輸送物質との割合は、バインダー樹脂１００質量部に対し
１０質量部から２００質量部が好ましい。又、電荷輸送層の膜厚は１０μｍから４０μｍ
が好ましい。
【００９３】
　酸化防止剤としては、公知の化合物を用いることが出来、具体的には「Ｉｒｇａｎｏｘ
１０１０」（日本チバガイギー社製）を挙げることが出来る。
【００９４】
　（保護層）
　本発明の電子写真感光体には必要に応じて保護層を設けることも出来る。保護層は、種
々の組成のものを用いることが出来る。例えば、耐摩耗性を有する樹脂、シリカやアルミ
ナ等の無機微粒子やＰＴＦＥ、アクリル樹脂等の有機微粒子からなるフィラーを表面層に
添加して形成したものが好ましい。保護層用の樹脂としては、例えばポリカーボネート樹
脂、アクリル樹脂、フェノール樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、及びシロキサン樹脂
等が用いられる。保護層が表面層を形成する時、保護層中に占めるフィラーの量は、５質
量％～５０質量％が好ましい。
【００９５】
　電子写真感光体に係る各層（中間層、感光層、電荷発生層、電荷輸送層、保護層）の作
製は、浸漬塗布、或いは円形量規制型塗布、或いは浸漬塗布と円形量規制型塗布を組み合
わせて塗膜を設けて作製することが出来るがこれに限定されるものではない。尚、円形量
規制型塗布については例えば特開昭５８－１８９０６１号公報に詳細に記載されている。
【００９６】
　本発明の電子写真感光体を使用し、画像を形成する時に用いられる各色現像剤は、２成
分現像剤でも１成分現像剤でも用いることが出来る。これらの中では、高耐久性が得られ
る２成分系トナーと表面にコート処理を施したフェライトキャリアを用いた２成分現像剤
が好ましい。
【００９７】
　２成分系トナーとしては、熱定着可能で、高品質のトナー画像を得るという観点から体
積基準におけるメディアン径（Ｄ５０）が３．０μｍから８．０μｍと小粒径のものが好
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げることが出来る。トナーの製造方法は特に限定されず、公知の重合法や粉砕法により作
製したものが用いられるが、小粒径で且つ均一な形状のトナーが得られやすい重合法によ
り作製された粒子に外添剤を添加して作製されたものが好ましい。
【００９８】
　外添剤としては、脂肪酸金属塩を用いることが好ましく、一般に炭素数１０以上の飽和
又は不飽和脂肪酸の金属塩が好ましい。例えばステアリン酸アルミニウム、ステアリン酸
インジウム、ステアリン酸ガリウム、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸リチウム、ステア
リン酸マグネシウム、ステアリン酸ナトリウム、パルチミン酸アルミニウム、オレイン酸
アルミニウム等が挙げられ、より好ましくはステアリン酸金属塩である。
【００９９】
　脂肪酸金属塩は、トナーの後処理工程でトナー中に脂肪酸金属塩を混合攪拌して分散さ
せるのが好ましい。添加量はトナーの粒径等にもよるが、トナーに対して０．０１質量％
から１質量％が好ましい。
【０１００】
　外添剤として、脂肪酸金属塩を添加して作製されたトナーを用いると、中間転写体との
摩擦力が安定化し好ましい。
【０１０１】
　前記フェライトキャリアとしては、その体積平均粒子径が１５μｍから１００μｍのも
のであることが好ましく、より好ましくは２５μｍから８０μｍのものである。
【０１０２】
　キャリアの体積平均粒子径の測定は、代表的には湿式分散機を備えたレーザー回折式粒
度分布測定装置「ヘロス（ＨＥＬＯＳ）」（シンパティック（ＳＹＭＰＡＴＥＣ）社製）
により測定することが出来る。
【実施例】
【０１０３】
　以下、実施例を挙げて本発明を詳細に説明するが、本発明の様態はこれに限定されない
。尚、下記文中「部」とは「質量部」を表す。
【０１０４】
　実施例１
　（導電性支持体の準備）
　厚さ２ｍｍ、直径９９．６６ｍｍ、長さ３６０ｍｍの円筒状のアルミニウム製の導電性
支持体を準備した。
【０１０５】
　（駆動用軸を有するフランジの準備）
　図３に示す様に駆動用軸の中心に表１示す様な多角形の駆動穴を配設した、アルミニウ
ム製のフランジを準備しＮｏ．ａからｆとした。
【０１０６】
　導電性支持体の直径　　　　　　９９．６６ｍｍ
　駆動用軸の長さ　　　　　　　　　　　２０ｍｍ
　駆動用軸の直径　　　　　　　　　　　２０ｍｍ
　駆動穴の深さ　　　　　　　　　　　　１６ｍｍ
　駆動穴の開口部面積（駆動用軸の駆動穴を配設する面の面積に対する割合）　６０％
【０１０７】
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【表１】

【０１０８】
　（摺動用軸を有するフランジの準備）
　導電性支持体の直径９９．６６ｍｍ、摺動用軸の長さ２５ｍｍのアルミニウム製のフラ
ンジを準備した。
【０１０９】
　（電子写真感光体の準備）
　準備した導電性支持体上に中間層、電荷発生層、電荷輸送層を以下に示す方法で順次積
層し、感光層を有する胴体を作製した。
【０１１０】
　（中間層の形成）
　ポリアミド樹脂ＣＭ８０００（東レ（株）製）　　　　　　　　　１．０部
　酸化チタンＳＭＴ５００ＳＡＳ（テイカ社製）　　　　　　　　　３．０部
　メタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０部
　上記成分の混合物をホモジナイザーで分散後、準備したアルミニウム製の基体の上に浸
漬塗布し、乾燥し厚さ１．５μｍの中間層を形成した。
【０１１１】
　〈電荷発生層の形成〉
　ブチラール樹脂（ＢＨ－１積水化学社製）　　　　　　　　　　　１．０部
　酢酸ｔ－ブチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８８．０部
　メトキシメチルペンタノン　　　　　　　　　　　　　　　　　１３．０部
　ＣｕＫα線によるＸ線回折においてブラッグ角（２θ±０．２）２７．２°に最大回折
ピークを有するオキシチタニウムフタロシアニン顔料　　　　　　　２．０部
　上記成分を混合しサンドグラインダーで分散し分散液を得た。中間層を塗設したアルミ
ニウム製の基体の上に分散液を、浸漬塗布し、乾燥して、厚さ０．３μｍの電荷発生層を
形成した。
【０１１２】
　（ＣｕＫα線によるＸ線回折においてブラッグ角（２θ±０．２）２７．２°に最大回
折ピークを有するオキシチタニウムフタロシアニン顔料の準備）
　特開平３－３５２４５号に準じてジイミノイソインドリンとチタニウムテトラブトキシ
ドから塩素フリーのチタニルフタロシアニン顔料の粗品を作った。オキシチタニウムフタ
ロシアニン顔料の粗品２０ｇを５℃以下で硫酸２００ｍｌに溶かし、これを２５℃の水５
．０Ｌに３０分で注いだ。当初発熱し、最終水温は３５℃になっていた。同温度で１時間
撹拌し、沈殿を濾過、濾液の電気伝導度が２０μＳ／ｃｍになるまで水洗を繰り返して無
定型（正確には結晶化度の低いＢ型）オキシチタニウムフタロシアニン顔料のウエットペ
ーストを得た。
【０１１３】
　これをｏ－ジクロルベンゼン２００ｍｌと水１００ｍｌの混合液に加え７０℃で６時間
撹拌した。ついで大量のメタノールを加えて生じた結晶を濾過しオキシチタニウムフタロ
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シアニン顔料を得た。得られたオキシチタニウムフタロシアニン顔料のＣｕＫα線による
Ｘ線回折においてブラッグ角（２θ±０．２）は２７．２°であった。
【０１１４】
　〈電荷輸送層〉
　ポリカーボネート樹脂（ビスフェノールＺ３００、三菱瓦斯化学社製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０部
　電荷輸送物質（下記化合物Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　０．６５部
　テトラヒドロフラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８部
　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
　シリコーンオイル（ＫＦ５４　信越化学社製）　　　　　　０．０００１部
　上記成分を混合し電荷輸送層用混合物を得た。上述の電荷発生層まで塗設したアルミニ
ウム製の導電性支持体の上に、電荷輸送層用混合物を浸漬塗布し、１１５℃で７０分乾燥
し、膜厚２４μｍの電荷輸送層を設け、感光層を有する胴体を得た。
【０１１５】

【化１】

【０１１６】
　準備した駆動用軸を有するフランジＮｏ．ａからｆと摺動用軸を有するフランジを、得
られた感光体の胴体にそれぞれ嵌め込んで電子写真感光体Ｎｏ．１－１から１－６を得た
。
【０１１７】

【表２】

【０１１８】
　（画像形成装置の準備）
　コニカミノルタ製複写機ｂｉｚｈｕｂ　ＰＲＯ９２０改造機の、電子写真感光体の装着
部の回転軸の係合部を、準備した電子写真感光体Ｎｏ．１－１から１－６の駆動穴の形状
に合わせ、且つ係合部の断面の面積と駆動穴の断面の面積との面積比を表３に示す様に変
え、準備した電子写真感光体Ｎｏ．１－１から１－６を装着した画像形成装置を準備しＮ
ｏ．１０１から１３０とした。
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　画像書き込みドット径Ｐは４２μｍである。画像書き込み時の電子写真感光体の回転数
は８８ｒｐｍとした。表中、面積比は駆動穴の断面の面積Ａに対する電子写真感光体を回
転させる回転軸の係合部の断面の面積Ｂの比（Ｂ／Ａ）を示す。
【０１２０】
　評価
　準備した画像形成装置Ｎｏ．１０１から１３０の電子写真感光体の回転振れ精度Ｆ、回
転振れ精度Ｆと画像書き込みドット径Ｐの関係及びハーフトーン画像の均一性、細線再現
性を以下に示す方法で評価し、以下に示す評価ランクに従って評価した結果を表３に示す
。
【０１２１】
　回転振れ精度Ｆの測定方法
　デジタル型寸法測定機（株式会社キーエンス製、センサヘッド：ＥＸ－３０５Ｖ型、ア
ンプユニット：ＥＸ－Ｖ０１型）を用い、センサを画像形成装置（ｂｉｚｈｕｂ　ＰＲＯ
９２０改造機）内で電子写真感光体に対向して０．５ｍｍ離して軸方向の中央部と中央か
ら手前と奥に１００ｍｍずつ離れた位置の計３ケ所にセットし、電子写真感光体を１０周
回転させて３つのセンサ毎の変位の最大値を記録し、得られた３つの値を算術平均して振
れの値とした。
【０１２２】
　ハーフトーン画像の均一性の評価方法
　２５％印字率のハーフトーン画像をＡ４サイズの紙に印字し、得られた１枚のハーフト
ーン画像上をランダムに５０ケ所濃度測定して、最大値と最小値の差Ｄを求めてハーフト
ーン画像の均一性を評価した。画像濃度計はマクベス社製ＲＤ－９１８型を用い、使用し
た紙を３枚重ねて基準濃度として反射濃度を測定した。
【０１２３】
　ハーフトーン画像の均一性の評価ランク
　◎：Ｄ＜０．０３　均一なハーフトーン画像が得られる
　○：０．０３≦Ｄ＜０．０６　若干の濃度ムラがあるが、ほぼ均一なハーフトーン画像
が得られる
　△：０．０６≦Ｄ＜０．１　濃度ムラがあるが、実用範囲のハーフトーン画像が得られ
る
　×：０．１≦Ｄ　ハーフトーン画像の濃度ムラが実用範囲外。
【０１２４】
　細線再現性の評価方法
　１ドットオン、１ドットオフの電子写真感光体の軸方向のライン画像を紙上に印字し、
得られた画像を目視観察して細線画像を評価した。
【０１２５】
　細線再現性の評価ランク
　◎：均一に細線が再現出来ている
　○：若干の乱れがあるが、ほぼ均一に細線が再現出来ている
　△：細線に乱れがあるが、実用範囲内
　×：細線に乱れが目立ち、実用範囲外
【０１２６】
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【表３】

【０１２７】
　図５の（ａ）に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－１を使用し、画像
形成装置の回転軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲内で電
子写真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１０２から１０４は何れも、回転振れ精度、
ハーフトーン画像の均一性、細線再現性も優れた結果を得た。図５の（ａ）に示す形状の
駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－１を使用し、画像形成装置の回転軸との係合部
の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲より小さくして電子写真感光体を係
合した画像形成装置Ｎｏ．１０１は、画像形成装置Ｎｏ．１０２から１０４に比べ回転振
れ精度、ハーフトーン画像の均一性及び細線再現性共に劣る結果となった。図５の（ａ）
に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－１を使用し、画像形成装置の回転
軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲より大きくした電子写
真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１０５は、回転軸振れの影響を受け、ハーフトー
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ン画像の均一性、細線再現性も悪く、且つ画像形成装置への装着に手間が掛かり作業性が
悪くなった。
【０１２８】
　図５の（ｂ）に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－２を使用し、画像
形成装置の回転軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲内で電
子写真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１０７から１０９は何れも、回転振れ精度、
ハーフトーン画像の均一性、細線再現性も優れた結果を得た。図５の（ｂ）に示す形状の
駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－２を使用し、画像形成装置の回転軸との係合部
の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲より小さくして電子写真感光体を係
合した画像形成装置Ｎｏ．１０６は、画像形成装置Ｎｏ．１０７から１０９に比べ回転振
れ精度、ハーフトーン画像の均一性及び細線再現性共に劣る結果となった。図５の（ｂ）
に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－２を使用し、画像形成装置の回転
軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲より大きくした電子写
真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１１０は、回転軸振れの影響を受け、ハーフトー
ン画像の均一性、細線再現性も悪く、且つ画像形成装置への装着に手間が掛かり作業性が
悪くなった。
【０１２９】
　図５の（ｃ）に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－３を使用し、画像
形成装置の回転軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲内で電
子写真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１１２から１１４は何れも、回転振れ精度、
ハーフトーン画像の均一性、細線再現性も優れた結果を得た。図５の（ｃ）に示す形状の
駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－３を使用し、画像形成装置の回転軸との係合部
の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲より小さくして電子写真感光体を係
合した画像形成装置Ｎｏ．１１１は、画像形成装置Ｎｏ．１１２から１１４に比べ回転振
れ精度、ハーフトーン画像の均一性及び細線再現性共に劣る結果となった。図５の（ｃ）
に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－３を使用し、画像形成装置の回転
軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲より大きくした電子写
真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１１５は、回転軸振れの影響を受け、ハーフトー
ン画像の均一性、細線再現性も悪く、且つ画像形成装置への装着に手間が掛かり作業性が
悪くなった。
【０１３０】
　図５の（ｄ）に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－４を使用し、画像
形成装置の回転軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲内で電
子写真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１１７から１１９は何れも、回転振れ精度、
ハーフトーン画像の均一性、細線再現性も優れた結果を得た。図５の（ｄ）に示す形状の
駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－４を使用し、画像形成装置の回転軸との係合部
の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲よりで小さくして電子写真感光体を
係合した画像形成装置Ｎｏ．１１６は、画像形成装置Ｎｏ．１１７から１１９に比べ回転
振れ精度、ハーフトーン画像の均一性及び細線再現性共に劣る結果となった。図５の（ｄ
）に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－４を使用し、画像形成装置の回
転軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲よりで大きくした電
子写真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１２０は、回転軸振れの影響を受け、ハーフ
トーン画像の均一性、細線再現性も悪く、且つ画像形成装置への装着に手間が掛かり作業
性が悪くなった。
【０１３１】
　図５の（ｅ）に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－５を使用し、画像
形成装置の回転軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲内で電
子写真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１２２から１２４は何れも、回転振れ精度、
ハーフトーン画像の均一性、細線再現性も優れた結果を得た。図５の（ｅ）に示す形状の
駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－５を使用し、画像形成装置の回転軸との係合部
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係合した画像形成装置Ｎｏ．１２１は、画像形成装置Ｎｏ．１２２から１２４に比べ回転
振れ精度、ハーフトーン画像の均一性及び細線再現性共に劣る結果となった。図５の（ｅ
）に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－５を使用し、画像形成装置の回
転軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲よりで大きくして電
子写真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１２５は、回転軸振れの影響を受け、ハーフ
トーン画像の均一性、細線再現性も悪く、且つ画像形成装置への装着に手間が掛かり作業
性が悪くなった。
【０１３２】
　図５の（ｆ）に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－６を使用し、画像
形成装置の回転軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲内で電
子写真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１２７から１２９は何れも、回転振れ精度、
ハーフトーン画像の均一性、細線再現性も優れた結果を得た。図５の（ｆ）に示す形状の
駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－６を使用し、画像形成装置の回転軸との係合部
の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲よりで小さくして電子写真感光体を
係合した画像形成装置Ｎｏ．１２６は、画像形成装置Ｎｏ．１２７から１２９に比べ回転
振れ精度、ハーフトーン画像の均一性及び細線再現性共に劣る結果となった。図５の（ｆ
）に示す形状の駆動穴を有する電子写真感光体Ｎｏ．１－６を使用し、画像形成装置の回
転軸との係合部の断面積と駆動穴の断面の面積との比を本発明の範囲より大きくして電子
写真感光体を係合した画像形成装置Ｎｏ．１３０は、回転軸振れの影響を受け、ハーフト
ーン画像の均一性、細線再現性も悪く、且つ画像形成装置への装着に手間が掛かり作業性
が悪くなった。本発明の有効性が確認された。
【０１３３】
　実施例２
　実施例１で準備した画像形成装置Ｎｏ．１０２、１０８、１１４、１２４を使用し、光
学系を変更して表４に示す様に画像書き込みドット径Ｐを変え、画像書き込み時の電子写
真感光体の回転数を８８ｒｐｍで書き込みを行い、実施例１と同じ方法でハーフトーン画
像の均一性及び細線再現性の評価を行った。
【０１３４】
　評価
　ハーフトーン画像の均一性及び細線再現性を実施例１と同じ方法で又、実施例１と同じ
評価ランクに従って評価した結果を表４に示す。
【０１３５】
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【表４】

【０１３６】
　表４の結果より、係合部の断面の面積と駆動穴の断面の面積との比が０．８９０から０
．９９８の場合に、更に書き込みドット径Ｐと電子写真感光体の回転振れ精度Ｆとの間に
　　　　　　　　　　Ｆ／Ｐ＜０．５
なる関係が成り立つ場合には、ハーフトーン画像の均一性、及び細線再現性共に◎の良好
な画像が得られ、より好ましい条件であることが判った。
【符号の説明】
【０１３７】
　１　フルカラー画像形成装置
　１Ｙ、１Ｍ、１Ｃ、１Ｋ、３　電子写真感光体
　２ａ～２ｆ、３０１　感光体
　２０１、３０３ｃ　導電性支持体
　２０２　電荷発生層　２０３　電荷輸送層
　２０４、２０４′、２０４″　感光層
　２０５　中間層
　３０２、３０３　フランジ
　３０３ａ　駆動穴
　３０３ｂ　駆動用軸
　３０３ａ１～３０３ａ３　内面
　３０３ａ４、４０１ｄ　底面
　４　回転軸
　４０１　係合部
　４０１ａ～４０１ｃ　面
　Ｓ１～Ｓ３　間隙
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